
@

DENGINEER PRODUCTS

DENGINEER

     ＤＢＣ－８８型

デンコム８０ＺＭは、８ビットＣＰＵを使用した、制御システム組込み専用のワンボードです。

８ビットＣＰＵは 東芝製 Ｚ８０を使用しており、アセンブラ言語を用いたプログラム開発に最適です。

本ボードは、当社製ロボットカーなどに使用しています。

＜ 特　徴 ＞

・ 232C プラグの挿入で自動的にモニタプログラムが起動し、パソコンからのプログラムが受けられます.

・ 開発したプログラムを ROM 化することなくボードの自動起動が可能です。

・ 電源を再投入しても開発したプログラムで再起動できます。

＜ 定　格 ＞

Ｃ Ｐ Ｕ Ｚ８０

クロック ４.9152ＭＨｚ

Ｒ Ｏ Ｍ ３２Ｋバイト   ＥＰ－ＲＯＭ

Ｒ Ａ Ｍ ３２Ｋバイト(バッテリバックアップ式)

ＲＳ－２３２Ｃ

３０Ｐ拡張Ｉ／ＯコネクタＩ ／ Ｏ

５０Ｐバスコネクタ（オプション）

Ｌ Ｅ Ｄ 電源表示用　1 個

スイッチ リセット用　１個

電　　源 外部より供給　ＤＣ ＋５Ｖ

寸　　法 16(Ｗ) × 10(D)　ｃm
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制御システム

組込用
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CPU ボード



● 製品改良のため、外観・仕様などは、予告なしに変更することがあります。
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80Z でのプログラム開発について

  ８０Ｚ / ８０ＺＭのプログラム開発                              

８ビットＣＰＵボード・８０Ｚ／８０ＺＭは、制御システムやメカトロニクスの学習に使われています。

そのソフトウェアの開発にはいくつかの方法がありますが、「アセンブリ言語」で開発を行うことにより

実行速度が上がります。

自作したプログラムを「デンコム８０Ｚ／８０ＺＭ」上で動作させるためには、以下の手順が必要です。

● パソコン上でプログラムを作成する。

● 開発したプログラム（ソースプログラム）をアセンブルする。

● アセンブルされたファイルをＨＥＸファイルに変換する。

● ＨＥＸファイルをＲＳ－２３２Ｃで、ボード上のＲＡＭに転送する。（８０ＺＭ）

● ＨＥＸファイルをプリンタポートから、ボード上のＲＡＭに転送する。（８０Ｚ ＭｋⅡ、Ⅲ）

プログラムの作成には「ＡＳ－８０/ Win」を使用します。

また、プログラムの転送には、「転送ソフト」を使います。（８０ＺＭの場合）

  ソフトウェアの内容                                   

これらのソフト開発のための「８０Ｚ用アセンブラ」「転送ソフト」を付属しています。
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